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胎内市総合計画策定に係る市民ワークショップ 

第 3 回ワークショップの報告
 

１．ワークショップの概要 
◎テーマ：目標を実現する施策案の検討 

◎日 時：2016 年 4 月 13 日（水） 19:00～21:00 

◎会 場：胎内市役所 501 会議室 

第 3 回目となる今回は、「こんなことができたら良いな」という提案をまとめるため、前回までの検討

内容を掘り下げたり、話し足りない部分を話しあったりという作業を行いました。 

ワークショップ参加者だけでなく、これまで毎回のように来ていただいていた見学者の方も時に話し合

いの輪に交ざって、白熱した議論が行われました。 

グループ毎の成果はいつものように次頁以降に掲載していますのでこちらも是非ご覧ください。 
 

２．当日の流れは・・・ 
①開会挨拶 ②グループ別討議 その１ 

 
はじめに、胎内市からごあいさつと 

当日の進め方に関する説明を行いました 

まず、これまでの議論の振り返り 

当日の議題を確認して議論に入りました 

③グループ別討議 その２ ④全体発表 

 
見学者の方も巻き込んで 

賑やかに意見交換を行いました 
発表は各グループの特徴が現れたものとなりました

このグループはパンフレットを持っての発表でした

３．次回の予定は・・・ 
◎5 月 25 日（水）19 時～21 時「住民提案のまとめ」をテーマに開催の予定です 

過去 3 回の検討内容を１つにまとめた資料の叩き台を事務局で作成しますので、これをもとにワーク

ショップの提案をまとめる最後の検討を行います。是非ご参加ください！ 

また、「各グループで共通する内容があるのではないか」「既に行われている政策等の提案があるので情

報交換をすべきでないか」というご意見をいただいていることから、開催前に他のグループの参加者と意

見交換・情報交換をする時間を取ります。都合のつく方は 18 時に会場へお集まりください！ 

 
４．第３回ワークショップの成果 

 

ここでは、ワークショップの成果の見方をご説明します。 

 

 

◎本ワークショップは、現在の総合計画の枠組みに則り「自然環境」「福祉・健康」「産業振興」

の３グループに分かれて検討を進めています。 

 

・「自然環境」グループには、①自然環境、②エコ、③文化・教育 の分野が 

・「福祉・健康」グループには、①福祉・健康、②少子化対策、③人権・平等、④都市基盤、⑤防災・防犯 

の分野が 

・「産業振興」グループには、①産業、②雇用、③交流 の分野が含まれています。 

 

 

 

◎紙面の大部分を占める色のついた箱が並んでいる箇所は、ワークショップの際にテーブルに 

広げた模造紙の内容を再現したものです。 

 

                         この４種類の箱は、ワークショップ参加者が 

                          模造紙に貼り付けた付箋を表しています。 

 

ワークショップ参加者の意見・アイディアは通常、黄    の付箋に、 

複数の付箋を代表するような意見、キャッチコピー等は青    または緑    の付箋に、 

 （青または緑の付箋を使用しないで、同じような意見を四角で囲んで表示するグループもあります） 

課題に関する指摘は赤    の付箋に 書かれています。 

 

 

 

◎男女のイラストから出た吹き出しは、「④全体発表」の中で発表された模造紙の概要説明と 

これに対する意見を要約したものです。 
 
 

※ 付箋の内容は参加者の個人的な見解が書き込まれたものです。また、次頁以降のまとめは一部内容を 

要約した箇所があります。そのため、一部実際の状況と異なることがありますのでご了承ください。 

 
 
 
 
 

↓ 第３回ワークショップの成果は次頁以降をご覧ください！ ↓ 
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４．第３回ワークショップの成果  ①自然環境グループ 
 

 

魅力発信・しかけ必要

Ex）看板 見たくなる、行き

たくなる

胎内市の人が、胎内市の

事を知る

→胎内の検定

奥胎内良い

入場料金を取っても良いの

では（スキー場から奥）ヒュッ

テが赤字施設である

パンフレットはどこに置い

ているのか？

→公共施設にある

月岡温泉ではガイドとコラ

ボレーション

（胎内市ロイヤルではでき

なかった）

市 民

他のポイントも行こうと思

えることが大事

→例：星まつり等で「来月

●●がある」を知る

まず知る

施設・名勝

ここが良い！美味しい！

絵になる美しいポスター

→TOKYO etc試してみる

東京ネスパス

道の駅あるが、知らない、

行かない

市役所

企業（民間）

行財政に関して

限られた予算を

どうする？

教育に関して

子供版ワークショップ

「これからの胎内市を考え

る」教育の日の実施に向

けて検討

子供から発信できるように

なりました

市民（お客）目線というが、

そこまで見えているか？

満足がいくサービスなの

か？どういったことを大切に

するか？どう使ったらよい

か？例：社会保険（高齢化・

医療・介護）

胎内市動物園？

新潟市にはない

八木山動物園（白熊、カ

バ）

旅館組合

例：AKB総選挙

例：ミスチル

新潟市内は満杯だが

トレイルランニング５月

日本一小さい櫛形山脈

宿泊の人も来る

連携していくこと

／ 市役所

市民 ｜

＼企業（民間）

前提条件

テーマの実現

「知れば知るほど住みたくなるまち」

例えば・・・

→自然環境⇒食

→教育

→伝統・文化

胎内市 地域資源

very good
大学生の評価良い

しかし活用されていない

市民に欲がない（満足して

しまっている）

資金不足・予算

もっと知ってもらえるツー

ルを

→SNS：時代に合った情報

ＪＲ中条駅⇔ロイヤル

交通手段なし

キラキラ羽越号 停車して

いないが見たい

市はSNS発信

これからガイドラインを

作ってSTART!

商工会 トコトコ胎内

ターゲット（注意）

中心は市民、観光まちで

ない

地元ではなく

市外・県外にＰＲ

まち中（人が行く所＝スー

パー等？）に情報を!!!

地域を活性化するため

に･･･人口増

商店街復活必須

駐車場必要

空き家バンクcf.新発田市

→貸す・借りる（学生でも使

えるおためし商売）

→売る・買うはハードル高い

１次基本計画検証

第1次基本計画検証が必

要 何をやったか？

知りたい

検証：評価→継続/廃止

・事務事業／施策

・市民目線→（第三者）外

部評価委員会

その他の話題

○ 前回色々と話が出た「胎内市の地域資源があちこちに点在

している」というところから議論を開始しました。 

自然環境グループの発表抜粋 

他のグループからの指摘事項等 

○ まず、市民、市役所、企業などの連携をどのようにとった

らいいかということで、自然環境、教育・伝統文化の各分

野でやっていること、やるべきことをあげていきました。 
○ 市民については「道の駅やパンフレットがどこにある

か知らない」「もっと情報発信が必要」、市役所につい

ては「市民目線となっているか」、企業については、旅

館組合なら旅館の情報発信、胎内市の動物園やトレイ

ルランニング等について話が出ました。 

○ これらについて、テーマに設定した「知れば知るほ

ど住みたくなるまち」にするにはということで、「せ

っかく良いパンフレット等があるので、市民よりも

市外・県外の興味のある人に見てもらったほうが良

いのではないか」といった意見が出ました。 

○ また、前回のＷＳで「子どもにもこういう WS をし

たらどうか」という話が出ていたのですが、実際に

教育委員会に話をして、今年度～来年度から実施の

実施に向けて検討することになったことをご報告し

ます。 

○ 教育についてあまり意見が出ないので

残念に思います 
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４．第３回ワークショップの成果  ②福祉・健康グループの成果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な人材と機能のイメージ②

必要な人材と機能のイメージ①

趣味のﾏｰｹｯﾄ「闇市」

マッサージ、ネイルなど得

意な趣味を提供できる場

自分らしく輝ける場

活動のヒントがある

（情報発信）

あそこに行ったら面白い

話があるよ！

困っている人が

安心できる場

子供のサポートあり

送迎あり

＋相談ができる

特技を活かしてサポート

ボランティア団体と社会教

育団体をつなげる

課題を受け止め、振り分

ける窓口

外から人材を募集したい
コーディネーター

（人が重要）
特に女性の意見を聞く!!

垣根を取って見渡せる人

氷見市には“観光交流・若

者と女性の夢応援課”が

ある

庁内の横串

例：“協働課”“なんでも聞

く課”

人材バンク

”市民人事課”

株式会社胎内市

（人・アイディア・金）

きっかけづくり拾い上げてつなげる

できる人が

できる時に

できることをやる

私がやる!!の気持ちが大

事（行政任せは×）

市報等で”こんなことがで

きる人”を呼びかける

声をかけられる人
シングルマザー

経験者の協力

地域の世話焼き

（おせっかい）

場所のイメージ

（各地域の集会所ではな

く）拠点があると良い

１階は、自然に人が集ま

るカフェ

上階には、図書館や公民

館

買い物ついでに立ち寄れ

る場所

7号沿いが便利

まち中が便利

空き家の改修

（駐車場の問題あり）

○ 他の自治体には「若者と女性の夢応援課」という部署

があるよという情報提供があり、胎内市では困ってい

る人が「これで困っている」と言える窓口をつくろう。

福祉分野に限らずどこにでもつなげられる“市民人事

課”なるものができないだろうかと考えました。 

○ そのためにはコーディネートをしてくれる人（点と点

を線で結べる、面で見られる人）が必要で、とても重

要な役割なので充て職ではなくきちんとした人材を

募集したいといった話が出ました。 

福祉・健康グループの発表抜粋 

他のグループの指摘事項等 

○ 前回のキーワードである人や施設を結ん

で点～線～面へと連動していくために

は、まず人材だろうということで人をキ

ーポイントに話をしました。 

○ さらに、「そんなことで困っている人がいるの

なら私助けられます」という人がここにいてく

れる。その時にキーワードとなるのが“自分ら

しく輝ける場所”があること。 

○ 助けて欲しい人が来る。コーディネートをして

くれる人がいる。自分の特技を活かして人を助

けることで助けた人も輝ける。それがいつでも

やれる場所があれば、きっとうまくいくよねと

いう話になりました。 

○ マッサージが得意で祖父母にマッサージをやっている

子どもがマッサージのお店を出す。趣味でお菓子作りを

やっている人がちょっと市民の方に提供できる。仕事に

してはいないけれど、「これ私得意よ」というものを提

供できるマーケットを“闇市”と名付けて設けてみたら、

自分らしく輝ける場所を提供できる。 

○ そこでつながった人が“市民人事課”でまとまっていけ

ば、困った時に、「あの人あれ得意だよ」ということで

またつながっていくというアイディアも出ました。 

○ 市民人事課すばらしい！実現することを

期待しています。 

○ 市民人事課の考え方が非常に面白かった

です。潜在労働者ないし技能者は沢山いる

と思うので、そういう人達の活躍の場を創

出できるのは素晴らしいと思います。 
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４．第３回ワークショップの成果  ③産業振興グループの成果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農 業 

○ 農家さんのために国内や世界でどうい

う需要があるか勉強会を開き、農業をし

たいという担い手の人達と一緒に新し

い農業を作り上げていっては。 

◯ 農家の婚活は普通の婚活パーティーで

はなく農業体験等を交えてはどうか。 

◯ 特産品、特に米粉については、グルテン

フリーの食材として注目されているの

で、美容の観点から売りだしてみたらど

うかといった意見が出ました。 

他のグループからの指摘事項等 

産業振興グループの発表抜粋 
商 業 

○ 市全体がまとめて見られるネット

のデパートのようなウェブサイ

トをつくってそこから定期的に

アドバイスがもらえるようなシ

ステムがあると良い。 

◯ 市が商店をやっている方に対して

「担い手が欲しい」「場所を使っ

ても良い」等も含めたお店の継続

意向について聞いてもらえると

良いという意見も出ました。 

観 光 

○ 胎内市の観光スポットを

市外・県外の人に実際に体

験してもらって、どういう

風に回ると楽しく観光で

きるのかを一緒に考えて

一日観光・滞在のパッケー

ジをつくるといった意見

が出ました。 

○ 今回は、農業、商業、観光に

ついて、前回まとめたところ

から更に掘り下げて具体的に

案を出していきました。 

○ 最終的に、企業も市民も行政も

「こうしてくれたらいいのに」

と人任せにしないで、まず自分

から動こうという話で締めのよ

うな形になりました。 

○ 農家の方の婚活については、JA 青年部さん

が昔から色々と工夫してやられているの

で、より良い情報発信の方法や既存の取組

を超えるようなアイディアが提案できると

良いと思いました。 

○「あなたがヤレでなく私がやる」の発表が良

かった。 

○「農産品のマーケティングを市民から」「農

産品の勉強会 to 農家さん」というアイディ

アが面白い！！ 

◯ 空き家バンクは求めるのではなく市から空

き家を探すことも行い早めの空き家確保を

行った方が良いと思う。 

◯ 新発田で写真ストリートのようなことを行

っていたと思いますが、各お店に協力して

もらい商店街の店頭に写真を貼ってもらう

のはどうか（今小学生の絵を貼っています

がそれの写真バージョン）。 

◯ 駅前に観光案内所がないのは問題。 

市民、行政、企業がすべき事 

○ 今回のような WS ではみなさん良い意見をたくさん言っているが、まだ点な

ので、市民は市民を巻き込んでもっと多くの方と情報交換をしていけたらい

い。 

○ 行政については、財政面の援助、そして形ばかりの支援ではなく、1 人 1 人

親身になって、協力してまちを盛り上げるために取り組んで行って欲しい。

◯ 企業については、この地に企業をつくるということは「水がきれい」などき

っと何か良いことがあってのことだと思うので、もっともっと胎内市の良さ

を県外にアピールして欲しい。企業で働く人も胎内市の市民の 1 人としてど

んどん市をアピールする観光大使のようになって欲しいといった意見が出ま

した。 


